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英語，中国語，韓国・朝鮮語，スペイン語,ポルトガル語,タガログ語,やさしい日本語 

協会ＨＰ（http://www.kian.or.jp/hlkwsk.html）に掲載しています。 
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市営住宅入居者募集    
 

【市営住宅とは】市営住宅とは、住宅に困窮し、比較的収入の少ない低所得者向けに安い家賃で住んでいただくため、

国と市が協力して建設し、市が所有する住宅です。 

民間の住宅とは異なり、申し込み時や入居してから収入基準など様々な規定が設けられてあります。  

礼金や更新料はありませんが、毎年収入調査を行い、使用料(家賃)を決定します。 
 

【申し込み資格】 (1)市内在住または市内同一勤務先に在勤 1 年以上 

          (2)一定の月収額を超えない 

          (3)住宅に困窮している、など 

 

【募集時期】川崎市営住宅の募集は、年 2 回行われています。 

5 月（春）・・・ 5 月下旬頃～ 6 月初め頃 

（入居予定時期 10 月～翌年 3 月頃） 

10 月（秋）・・・10 月下旬頃～11 月初め頃（入居予定時期 翌年 4 月～ 9 月頃） 

【問合せ】川崎市住宅供給公社 公営住宅部市営住宅管理課 TEL 044（244）7578 

     http://www.kawasaki-jk.or.jp/shiei/index.php4 

 

 

 外国人のための 

市営住宅申込書の書き方説明会 を開催します。興味のある方はぜひ参加してください。 
 
【日 時】５月２９日(日) 午後１時３０分～４時 
【場 所】川崎市国際交流センター(東急東横線・目黒線「元住吉」駅 徒歩１２分) 
【持ち物】前年度の年間収入額がわかるもの(源泉徴収書など) 

【定 員】２０名(５月２０日まで電話で予約してください。) 
【問合せ・申込先】川崎市国際交流協会 TEL.044-435-7000 FAX.044-435-7010  
 

 
 
「DV（ドメスティック・バイオレンス）の多言語相談」 

 
DV とは、一般的に「配偶者からの暴力」という意味で、家庭内で、一方が暴力により他方を支配する行為です。「配偶

者」には、婚姻の届出をしていない「事実婚」や、離婚後に引き続き暴力を受ける場合も含まれます。 

また、子どもの前で行われる DV は児童虐待であり、被害者だけでなく子どもの心身にも深い傷を残します。DV は犯罪

行為を含む重大な人権侵害で、社会がその解消に取り組まなければならない課題の一つです。 

 

相談ができる場所 

 ＊神奈川県 配偶者暴力相談支援センター[日本語]（TEL．０４５－３１３－０７４５） 

  英語・中国語・韓国、朝鮮語・スペイン語・ポルトガル語・タガロク語・タイ語の多言語相談： 

                 （TEL.０５０－１５０１－２８０３）月曜日～土曜日の１０時～１７時 

 ＊川崎市男女共同参画センターの「ハロー・ウィメンズ１１０番」（TEL：０４４－８１１－８６００） 

 ＊川崎市人権オンブズパーソン（TEL：０４４－８１３－３１１１）で相談を受け付けています。 

 ＊国際交流センターの「外国人市民向けの相談窓口」：（TEL：０４４－４３５－７０００） 

        英語・中国語・韓国、朝鮮語・スペイン語・ポルトガル語・タガロク語、日本語で対応 
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 東北地方太平洋沖地震災害の発生に伴う在留期間の延長等の出入国管理上の措置について 

法務省の２０１１年３月１６日の告示により、以下の次のいずれにも該当する方の在留期間の満了日が２０１１年８月３１日

に延長されます。 

ア  在留資格を有して在留している方     

イ  在留期間が平成２３年８月３０日までに満了する方 

ウ  「東北震災地にいた方」又は「外国人登録原票に登録された居住地が東北震災地に在る方」 

なお，本地震の発生の時点において，在留期間の特例（注）による在留中の場合や外国人登録法上の居住地が特定区域

に在る方で再入国許可による出国中だった方が平成２３年８月３０日までに再入国した場合（再入国許可の有効期間内に

再入国した場合に限ります。）も対象となります。 

※ 問合せ先： 外国人在留総合インフォメーションセンター（０５７０－０１３９０４、（ＩＰ,ＰＨＳ,海外:０３－５７９

６－７１１２）），又は最寄りの地方入国管理局（横浜支局０４５－７６９－１７２０、川崎出張所 ０４４－９６５－００１２） 

 

  震災の発生により途中帰国した外国人留学生の方へ 

 震災の後，多くの外国人留学生の方が日本から出国されていますが，急いで出国されたため，再入国許可

を取らずに出国された方もいます。 その場合，４月からの新学期に臨むためには，新たな査証が必要とな

りますが，このような方については，外務省とも協力して，新学期に間に合うよう，特例として手続を簡略化

し，極力短時間で，日本国大使館・領事館で新たな査証の発給が受けられることになりました。        

※問合せ先：外務省領事サービスセンター査証班（電話 03‐5501‐8431），又は，最寄りの日本国大使館・領事館           

     

   被災者の安否確認調査について（出国事実の照会） 

  法務省入国管理局では，東日本大地震で被災された可能性のある方の安否確認のため，日本から出国しているかどう

かの事実に関する照会（出国事実の照会）をしてくれます。                                      

電話，ＦＡＸ又は電子メールで，対象となる外国人の国籍，氏名，生年月日，性別，居住地（最小行政区画までで可）と自

分の国籍，氏名，生年月日，性別，住所・居住地，連絡先電話番号（ＦＡＸ番号），対象外国人との関係を日本語又は英語

で申し出てください。 

 ●照会先：法務省入国管理局総務課出入国情報管理室                                           

電話番号 ０３－３５９２－８１２０   ＦＡＸ ０３－３５９２－８１２９（専用）   電子メール nyukan44@moj.go.jp 
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